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令和２年亀岡市議会定例会令和３年３月議会 一般質問通告書 

 

番

号 

質問者 

質問日時 
質問事項 質問要旨 答弁者 

1 奥野 正三 

(新清流会) 

3 月 3 日(水) 

10:00～ 

 

※代表質問 

（一括） 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 本年度の予算執行と次年度予算について問う。 

（１）コロナ禍での本年度予算は計画どおり執行

できたか。 

（２）令和３年度予算は前年度比１０．４％増と

なっており、新規の事業が多く編成されてい

るがその概要と必要性は。また、その財源は。 

 市長２期目のかめおか・未来・チャレンジビジ 

ョンⅡについて問う。 

（３）子育て・教育で憧れのまちについて問う。 

①亀岡型自然保育の実施、子育て世代のサポー

トの充実、子どもの貧困対策としてどのよう

な事業が進められているのか。 

②学校施設の環境改善、トイレの臭気対策・洋

式化、体育館の雨漏りの対応は。 

③アレルギー対応のデリバリー弁当導入の対

応は。 

④ＧＩＧＡスクール構想の対応は。 

（４）いくつになっても笑顔で健康に暮らせるま

ちについて問う。 

①亀岡会館・中央公民館がなくなった中で、生

涯学習活動などを行う代替施設の設置に対

する考えは。 

②健康維持のためのフレイル対策や介護予

防・認知症対策の取組は。 

（５）スポーツ・観光・自然で賑わいのまちにつ 

いて問う。 

①亀岡まるごとスタジアム構想で、今後さらに

整備を計画しているスポーツ施設はあるの

か。 

②今後さらに各地域で広く市民が憩える場を

つくる考えは。    

③コロナ収束後のスタジアム・ドラマ館跡を核

とした賑わいづくりの施策は。 

（６）豊かな自然と美しい景観を守り育てるまち

について問う。 

①プラスチック製レジ袋提供禁止条例が１月

１日から施行され２カ月が過ぎたが市民か

らの声とその対応は。 

②ポイ捨て等禁止条例成立後の積極的な啓発

活動が必要と考えるがどうか。 

③亀岡ふるさとエナジー（株）による再生可能

エネルギーの寄与度は。また、今後の再生可

能エネルギーの施策は。 

④亀岡まるごとガーデン・ミュージアム構想は

抽象的であり、どのような計画を「いつ」「ど

こで」など具体的な計画はあるのか。 

（７）経済がいきいきと躍動するまちについて問

市長 

所管部長 
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う。 

①湯の花温泉に新たな施設工事が進んでいる

がどのくらいの規模でいつ頃に完成するの

か。 

②篠インター周辺の工業団地の整地完了と誘

致活動はいつ頃か。また、どのような業種が

関係してくるのか。 

③亀岡駅北土地区画整理事業はどのくらいの

規模でいつ頃に完成するのか。 

（８）安全安心で住み続けられるまちについて問

う。 

①国道９号ダブルルート化が提案されてから

の計画が見えてこない。具体的なルートなど

早急に決定が必要と考えるがどうか。 

②国道４２３号の整備について今後の予定は。

また、大阪府側の整備が必要と考えるがどう

か。 

③既設照明のＬＥＤ化と安全安心な通学路・生

活道路と併せて防犯対策としてＬＥＤ照明

の増設が必要と考えるがどうか。 

④総合防災力の効果を図るため地域版ハザー

ドマップの作成を支援するとあるが現在の

進捗状況は。 

⑤現在法定耐用年数を超えている水道管はな

いのか。 

⑥本市の水道管の耐震化率と今後の計画は。ま

た、浄水施設・配水池の耐震化は。 

（９）付加価値の高い農産品物で地域ブランド力

を持つまちについて問う。 

①国営農地再編整備事業による基盤整備と営

農体制の支援をするとあるが具体的な策は。 

②６次産業化による新たな産業を支援すると

あるがどのような取組か。 

（１０）市民と協働でより信頼される市役所につ

いて問う。 

①信頼される市役所づくりは市民との接点で

ある窓口の対応が一番と考えるがどうか。 

②かめおか多文化共生センターの利用者はど

のような相談内容で来られているのか。 

③外国の方にも安心して住みやすい亀岡とな

るよう一層の体制確立に向けての所見は。 

 

2 赤坂マリア 

（緑風会） 

3 月 3 日(水) 

11:20～ 

 

※代表質問 

（一括） 

 

１ 亀岡市の人

口減少について 

 

 

 

２ 人権啓発に

ついて 

 

 

 

 

亀岡市の人口減少について問う。 

（１）２０３０年には、かなりの人口減少が予想

されるが、どのようにして最小限に食い止め

るのか。 

 

 人権啓発について問う。 

（１）パートナーシップ宣誓制度による、本市独

自の取組や条例制定についての建設的な考

え方は。 

（２）ＬＧＢＴＱ多種多様な人たちに対して、過

ごしやすく働きやすい環境づくりについて

市長 

所管部長 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 資源循環・

ごみ減量・資源

化について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 道路施設の

整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 高齢者福祉

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

６ セーフコミ

ュニティについ

て 

 

 

 

 

 

７ 公共交通に

ついて 

の考えは。 

（３）女性参画促進について、どのような支援を

していくのか。 

 

資源循環・ごみ減量・資源化について問う。 

（１）ＪＲ４駅周辺の商業関係者と協力し、店舗

前等にごみ箱を設置する等、進んだ活動をす

べきではないのか。 

（２）ＪＲ４駅での喫煙ブース設置の進捗状況      

  は。 

（３）埋立てごみ中間処理事業によって、どのく

らい削減されるのか。 

（４）家庭から出るごみの分別を市民に周知徹底

するために、どのような取組を考えているの

か。 

（５）ごみの回収場所を増やして、利便性を上げ

る考えは。 

（６）子どもたちへのマナー教育の取組は。 

 

道路施設の整備について問う。 

（１）市内の今後の道路計画は。 

（２）市内の小・中学校の近隣エリアに係る歩道

等の今後の安全対策は。 

（３）ＪＲ並河駅前の踏切内道路の拡張予定は。 

（４）ＪＲ４駅内外のバリアフリー計画は。 

（５）国道９号の京都市への新たなルートとは。 

（６）京都方面に向けての事業化も大切である

が、大阪方面に目を向けて、国道４２３号を

整備するべきではないのか。 

（７）市道湯ノ花温泉線の補修工事はいつ始まる

のか。 

（８）市内主要道路の整備や今後の計画は。 

（９）市道中矢田篠線の整備の進捗状況は。 

 

高齢者福祉問題について問う。 

（１）高齢者の自立支援はもとより、一人暮らし

のお年寄りの見守りについて、どのような連

携をして、支援の充実を図るのか。 

（２）認知症の方の家族支援、介護支援、本格的

なケアについての取組は。 

（３）障がいのある方への雇用促進についての考

えは。 

 

 セーフコミュニティについて問う。 

（１）セーフコミュニティの認知度がまだまだ低

いが、どのように周知していくのか。 

（２）防犯カメラの設置があまりにも少ないが、

今後の計画は。 

（３）あらゆる犯罪から市民を守り、安全・安心

を実感できる亀岡市の取組は。 

 

公共交通について問う。 

（１）取り組むべき課題とは。 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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８ 学校教育・

就学援助につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 農業・林業

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 商業につ

いて 

 

 

 

 

 

 

１１ 観光につ

いて 

 

 

 

 

 

１２ 行政運営

について 

 

 

 

 

１３ 財政運営

（２）地域に根差した持続可能な公共交通の実現

とは。 

 

学校教育・就学援助について問う。 

（１）学校教育の中でも大切な就学援助相談体

制、特に貧困対策をどのように改善していく

のか。 

（２）低所得者世帯・ひとり親家庭に対して、就

職のあっせんサポート体制は整っているの

か。 

（３）低所得者世帯の子どもたちが、学習塾やス

ポーツ教室等へ通うためのサポート体制は

整っているのか。 

 

農業・林業について問う。 

（１）農業・林業の担い手育成についての課題は。 

（２）新規就農者への支援・サポート体制とは。 

（３）農福連携の取組とは。 

（４）国営緊急農地再編整備事業の余部・安町工

区（余部町丸山付近から・安町幼稚園の前の

国道３７２号を挟み、向かい側）のほ場整備

の一部を除外し、ガレリアかめおかとつな

げ、市民のためのスペースとして活用しては

どうか。 

（５）曽我谷川河川工事でお世話になった、余部

町の特別養護老人ホーム亀岡たなばたの郷

前の国道３７２号を挟み、向かい側に住む住

民に対して、市内の新しい土地を提供し、移

転してもらうことはできないか。 

（６）有害鳥獣対策についての新しい取組は。 

 

 商業について問う。 

（１）京都スタジアムに訪れる新たな客層を取り

込む仕組みづくりとは。 

（２）観光振興ビジョンについて、地権者も含め

た今後の取組は。 

（３）ＪＲ亀岡駅南の活性化の取組は。 

（４）小規模・中小事業者の支援体制とは。 

 

観光について問う。 

（１）現状と今後の取り組むべき課題とは。 

（２）三大観光や京都スタジアムを中心とした観

光振興の推進とは。 

（３）亀岡市観光協会をより改善するために、ど

のようにしていくのか。 

 

 行政運営について問う。 

（１）様々な問題に挑戦する意識と能力を持った

職員をどのように育成していくのか。 

（２）市民に信頼される行政運営とは。 

（３）組織改革するためには、まず何が必要か。 

 

財政運営について問う。 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

市長 
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について 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）現在行われている事業の見直しは行うの

か。 

（２）公共施設にかなりの財源が投入されている

が、これからの取組は。 

（３）人口減少が激しく財源も確保しにくい中、

これからの時代は、地方財政が危ないと言わ

れているが、持続可能な財政運営をどのよう

に行っていくのか。 

 

所管部長 

3 長澤  満 

(共産党議員団) 

3 月 3 日(水) 

13:40～ 

 

※代表質問 

（一括） 

 

１ 市政の基本

方針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ プラスチッ

ク製レジ袋の提

供禁止に関する

条例の施行につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ＪＲ亀岡駅

北及び駅南のま

ちづくりについ

て 

 

 

 

 

 

 

第５次亀岡市総合計画（以下「総合計画」）の

「目指す都市像」は、「ＳＤＧｓ未来都市」とし

て先駆的な取組を進め、あらゆる分野におけるま

ちづくりについて、次の時代をリードするまちを

「リーディングシティ」と位置づけるとし、総合

計画に基づく初年度の施政方針と予算案が提示

された。それらを受け、市政の今後の課題につい

て問う。 

（１）市政に対する市民参画について、一般的に

市民が政策の立案・執行に参画するほど政策

の内容は豊かになる。総合計画の策定過程、

マルシェ型事業など、市民の参加を促す事例

がみられる一方、施策に関わる事業者等の意

見反映、各種の市民公募の状況など、課題の

ある事例もみられる。「リーディングシティ」

を掲げる本市として市民参画の推進をどう

考えるのか。 

 

亀岡市プラスチック製レジ袋の提供禁止に関 

する条例は本年１月１日に施行され、本年１月～

２月を「スタートアップ期間」としてきた。 

（１）本市としてスタートアップ期間にどのよう 

  な問題や課題を把握し、今後どのように対応

しようと考えているのか。 

（２）飲食店のテイクアウト等は、代替の紙袋や

マイバッグでの対応が難しい場合もあると

考えるがどうか。 

（３）当該レジ袋の禁止が各事業者の経営の向上

につながるように、本市及び事業者において

今後どのような対応が必要と考えるのか。 

（４）これらを含む今後の課題について、事業者

やその団体、市民の率直な意見を汲み取る機

会を設けるべきであると考えるがどうか。 

 

ＪＲ亀岡駅北及び駅南のまちづくりが進めら

れており、総合計画を受けて今後本格的な進行が

見込まれる。 

（１）駅北の良好な環境のまちを形成するため、

建物の種類、高さや形状について、どのよう

な根拠により、どのように誘導するのか。 

（２）駅北、駅南及び周辺の一帯における水害防

止について、アンダーパス部分の浸水対策を

含め、どのように考えているのか。 

（３）駅南における民間事業者によるまちづくり

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 当面のコロ

ナ禍対策とその

後を見通した商

業振興施策につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 本市の生活

保護行政につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

について、本市は市民本位の観点からどのよ

うに関与し、どのように誘導するのか。 

（４）駅北及び駅南地区と既存の市街地とを結ぶ

次の道路整備については、どのような方針で

あるのか。 

 ①市道クニッテルフェルド通について、頼政塚

交差点左折部分の工事見込はどうか。歩道の

整備を検討すべきではないか。 

 ②府道亀岡園部線の市街地部分の整備につい

て、期待と不安の声があり、両面に配慮して

進めるべきと考えるがどうか。 

 

当面のコロナ禍対策に関し、国は従前の「持続

化給付金」等の廃止、当面の「緊急事態措置協力

金」、今後の「事業再構築補助金」の創設を打ち

出し、京都府も一定の助成制度を実施している。

その下で、本市の当面のコロナ禍対策とその後を

見通した商業振興施策について問う。 

（１）昨年来の支援施策を検証し、国や京都府の

支援施策も勘案し、臨時交付金（第３次）の

活用の検討を含め、需要喚起と資金支援の両

面でどのような振興施策を考えているのか。

その資金支援において国や京都府の施策の

隙間を補う本市の施策が必要ではないか。 

（２）市内の各所で、食料品等を供給する各スー

パーと併存しながら、多様な小売店、飲食店、

サービス店が集合・連携してコミュニティを

支える役割を果たしている。そのような地域

商業の振興のために、個店への支援と集合・

連携への支援の基本的な考えは。 

 

コロナ禍を通じて、国民のセーフティネットと 

しての生活保護制度の役割が再認識され、国も最 

近は、生活保護申請に係る扶養照会は義務ではな 

いとの国会答弁をするなど柔軟な運用を示唆し 

ている。この柔軟な運用とは次の３点を想定す 

る。「扶養照会は、相談者・申請者の家族関係に 

配慮し、その了解の下に必要最小限度で行うこ 

と。」「資産保有について、生活や生業に必須の 

車両や設備の保有を柔軟に認容すること。」「稼 

働能力について、心身の条件、稼働可能な職種の 

如何を柔軟に評価すること。」このような柔軟な 

運用をすべきとの観点から、この３点に係る所見 

を含め、本市の生活保護行政（平成２９年度～本 

年度）について問う。 

（１）１２月議会で最近３カ年度の保護の申請に

対する却下は、資産・収入、扶養関係の理由

を含め２０件と答弁された。それらの申請者

から苦情や不服の申し出はあるか。 

（２）保護の申請前の相談の段階で、扶養照会、

資産保有、稼働能力について説明した結果、

相談者が思案して申請を断念したり、取り下

げたりした事例はあるか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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６ 本市の西部

及び南部におけ

る小・中学校の

在り方について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７ 本市の新火

葬場整備計画に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）保護の決定後、運用の段階で、被保護者の

扶養関係、資産保有、稼働能力を評価して、

保護の停止や廃止を警告したり、実行したり

した事例はあるか。 

 

本市教育委員会は、育親中学校ブロック協議会

で３小学校の統合等の選択肢を示し、３小学校区

ごとの説明会を実施することとし、別院中学校ブ

ロック協議会では別院中学校を南桑中学校に編

入する案を示し、地域に説明に入ることとした。

それぞれ地元への説明が進められていると伺う。

一方、１２月議会で、学級人数の多いことが学力

向上をもたらし、また複式学級が学力低下をもた

らすとの客観的データはあるかとの質問に対し、

そのようなデータはないと答弁された。 

（１）両中学校ブロックにおけるそれぞれの地元

説明の進捗状況、住民の意見表明や合意形成

の状況は。 

（２）当初の両案にこだわることなく、住民の意

見を十分に汲み取り、小規模な学校の特長を

生かして存続を検討すべきと考えるがどう

か。 

 

 新火葬場整備計画について、令和元年度に測量 

調査・地質調査が実施され、今般令和３年度予算 

案で境界確定経費が計上された。 

（１）新火葬場整備計画に関する地元への説明や

合意形成の状況はどうか。その進捗を受けて

今般の境界確定経費が計上されたのか。 

（２）令和２年３月議会において、令和５年度か

ら７年度に見込まれる現火葬炉の全面改修

により、新火葬炉の使用年数は一般的に１０

年から１５年であり、その全面改修と新火葬

場建設との二重投資にならないようにした

いとの答弁がなされた。その見地からして、

また公共施設の長寿命化の観点から、新火葬

場の稼働は早くても令和５年度から１０年

後、すなわち令和１５年度以降でよいのか。 

（３）整備計画どおりの建設を想定した派生的課

題として、北西方面から見た丸山一帯の稜線

の眺望をどう想像し、評価するのか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 藤本  弘 

(公明党議員団) 

3 月 3 日(水) 

15:20～ 

 

※代表質問 

（一括） 

 

１ 新型コロナ

ウイルス感染症

対策について 

 

 

          

 

 

 

 

 

市政運営に対する所信表明で述べられたとお

り、これからはどの自治体においても、新型コロ

ナウイルス感染症の拡大防止対策とコロナ禍に

おける社会経済活動支援が喫緊の課題となって

くる。亀岡市においても２月８日に、１億２，２

００万円の追加補正が組まれ、同日には、「亀岡

市新型コロナウイルスワクチン接種実施本部」及

び「新型コロナウイルスワクチン接種推進プロジ

ェクトチーム」が設置され、２月１８日には「亀

岡市新型コロナウイルスワクチン接種実施計画」

が発表された。 

市長 

所管部長 
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（１）コロナ禍におけるワクチン接種の体制につ

いて問う。 

①接種対象と接種順位は。 

 ②接種方法と接種費用、接種時期は。 

 ③集団接種の場合は、週１回で日曜日となって

いるが、医師の確保、看護師・役員等の確保

は万全か。  

 ④接種後の副反応の対応については万全か。 

 ⑤接種券（クーポン券）の発送は、６５歳以上

は３月下旬、それ以外は４月以降となってい

る。接種前の問診には時間がかかるが、持病

や体調確認のための「予診票」は同封発送さ

れるのか。 

 ⑥コールセンターの設置と接種の予約方法は。 

 ⑦国は、予防接種台帳システムの整備（住民接

種歴の保管）等を求めているが、準備はでき

ているのか。 

⑧マイナンバーを活用した接種状況の把握や、

システムの導入はできているのか。 

（２）コロナ禍における病床体制の確保について

問う。 

①南丹医療圏での病床数と利用状況は。 

②重症患者用の人工心肺装置ＥＣＭＯの設置

台数は。 

③ＰⅭＲ検査とともに、感染者に抗体接種は行

われているのか。 

（３）コロナ感染者に対する自宅療養のサポート

について問う。 

①亀岡市に自宅療養者は何人いるのか。  

②京都府は自宅療養者にパルスオキシメータ

ー（血中酸素を測定する機器）を無料で貸し

出しているが、亀岡市ではどうか。 

③自宅療養者は外出が禁じられており、京都府

では無償で食事や日用品の提供をしている

が、亀岡市ではどうか。 

（４）観光業関連の経済対策について問う。 

①亀岡市における３大観光では、ＧｏＴｏトラ

ベルも中止になり、キャンセルが出て大打撃

を受けていると聞くが、市として、何か対策

を考えているのか。 

②時短営業中の飲食店から、「以前のようなテ

イクアウト用の割引クーポンの再発行はな

いのか」との要望があるが、地方創生臨時交

付金を活用して実施する考えは。 

③ふるさと力向上寄附金の１億５，０００万円

を原資としたキャッシュレス・ポイント還元

事業も２月末で終了したが、効果はどうであ

ったのか。また、今後延長する考えは。 

④大変厳しい地域経済の中で、再度プレミアム 

  商品券の発行を求める声もあるが考えは。 

（５）中小企業・個人事業者等に対する救済対策

について問う。 

 ①コロナ禍における運転資金確保に向け、実質 
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２ ふるさと納

税について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 河川・道路

整備について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  無利息・無担保の融資が、民間金融機関・政

府系金融機関ともに延長がなされ、また中小

事業者向けの持続化給付金や雇用調整助成

金等の延長も検討されている。これらの相談

窓口は市商工観光課や亀岡商工会議所であ

るが、今も継続しているのか。 

 ②地方創生臨時交付金を活用した、一時的な雇

用の機会を創出する事業が各地で展開され

ているが、亀岡市ではどうか。 

 ③生活福祉資金（緊急小口資金）貸付限度額が

６０万円増額されたが、特例貸付を借りきっ

てもなお厳しい人には、どのような支援をし

ているのか。    

 ④所得の低いひとり親家庭への給付金支給や

就労・居住支援等の総合的な対策は。 

 

 来年度の一般会計予算は、３６４億６，８００

万円と前年度比１０．４％増で、過去２番目の規

模となっている。また、歳入では、コロナ禍で市

税収入が減少し１００億円を割り、９７億７，０

００万円となったが、ふるさと力向上寄附金で１

２億円を財源として計上するなど、今や、亀岡市

においても、ふるさと納税は貴重な財源となって

いる。 

（１）ふるさと納税の現状（件数と金額）と今年

度の見込みは。   

（２）本市から他市へのふるさと納税流出額は。 

（３）今年度は、コロナ禍の影響で、返礼品に料

亭の味・おせち料理セットが好評であったと

聞くが、返礼品に占める割合と金額は。 

（４）新たな返礼品の取組として、①亀岡牛と京 

  野菜の鍋セット②亀岡牛のすき焼き鍋セッ

ト③牡丹鍋セット④丹波松茸鍋セット⑤ふ

るさとの味・各種おでんセット等、おせちに

代わる鍋とおでんセットの新規返礼品の開

発はどうか。 

     

 亀岡市の経済発展にとって欠かすことができ

ないのが、河川と道路整備である。現在も、宇津

根橋の架け替え工事、国道９号・犬飼川の整備、

市道馬堀停車場篠線の国道９号への延伸工事、篠

町篠企業団地の整備、ＪＲ亀岡駅北土地区画整理

等、着々と整備工事が進められている。 

（１）台風のたびに洪水や危険な水位となる雑水

川の拡幅整備について問う。 

 ①今まで１０数年かかっても遅々として工事

が進まないのは、下流の春日橋・春日小橋の

拡幅整備が進まないからとされてきたが、現

在、クニッテル通り、春日坂交差点のコンビ

ニが閉店し撤去された。工事にかかるのは今

がチャンスであると思うが、府南丹土木事務

所を通し、地権者と交渉しているのか。 

 ②万一にも、転売となり、建物等が建つと、工

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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４ 北陸新幹線

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 企業誘致に

事はさらに５年・１０年と遅れることになる

が、今後の見通しは。 

 ③雑水川拡幅整備事業の完成には、おおむね３

０年かかると言われているが、完成目標は。 

（２）国道４２３号法貴峠の復旧工事と法貴バイ

パスの進捗状況について問う。 

 ①平成３０年７月豪雨による国道４２３号法

貴峠の復旧工事については、途中、迂回路も

できているが、完成はいつになるのか。 

 ②国道４２３号法貴バイパス、事業延長３．６

キロメートルについては、文化財調査や用地

買収が鋭意進められているが、進捗状況はど

うか。また、完成予定は。 

（３）国道９号ダブルルートの実現について問

う。  

 ①京都府の「京都のみち２０４０」に、将来に

必要な広域道路ネットワークの一つとして、

京都亀岡方面が上げられている。具体的なル

ートは示されていないが、市としてはルート

を明確にし、要望していくべきではないの

か。 

 ②令和２年１月１７日、２市１町で構成する国

道９号ダブルルート整備促進協議会の呼び

かけで、初めて意見交換を行ったが、今後の

勉強会の予定は。 

 ③国道９号ダブルルートについては、第５次亀

岡市総合計画にも明記されているので、桂川

市政の中で明確にしていただきたいと思う

がどうか。 

（４）地域高規格道路の実現について問う。 

①第５次亀岡市総合計画（基本計画）では、「阪

神地域と南丹地域を結ぶ京都中部阪神連絡

道路の実現に向け、沿線自治体や経済界と連

携し取り組む」とあるが、どのようなものか。 

 ②促進に向けて具体的な協議は進展している

のか。 

 

南丹市美山町や京都市右京区京北町では、新幹

線のルートに当たっており、住民説明会が行われ

ているが、自然への影響や残土処理等について、

慎重な調査を求める声が上がっている。また、工

事は京都・大阪市内は地権の及ばない地下４０メ

ートルより深い大深度地下をトンネルでくりぬ

くとしている。識者からは「京都市内に入れば琵

琶湖に匹敵するような水脈があり、その下の岩盤

がどのような地層になっているのかまだよく分

かっていない。反対するものではないが、しっか

り調査する必要がある」との声も出ている。 

（１）北陸新幹線促進協議会がある以上、２市１

町で協力して当たるべきであると考えるが

どうか。 

   

第５次亀岡市総合計画（基本構想）の中に５つ

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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ついて 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

          

６ 中学校給食

について 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の重点テーマがあり、その５番目に「次代をリー

ドする新産業を創出するまちへ」とある。 

（１）篠町で開発が進められている篠町篠企業団

地は、今年度内に企業進出が計画されている

と聞くが、分譲開始はいつからなのか。 

（２）もうすでに分譲予定地は予約が入っていて

満杯であると聞くが、現状はどうなのか。 

（３）過日、市長は、日本電産の社長とお会いに

なったと聞くが、企業誘致について、どのよ

うに考えているのか。 

  

 中学校給食について問う。 

（１）現在、中学校で、デリバリー弁当を利用し

ている生徒は何人で、生徒全体の何％なの

か。 

（２）第５次亀岡市総合計画（基本計画）では「中

学校給食の在り方についても、調査・研究す

る」とあるが、どのようにするのか。 

（３）中学校給食を実施しないのは、どのような

教育理念に基づくものなのか。 

（４）第５次亀岡市総合計画（基本構想）では、

重点テーマの第１に「子育てしたい、住み続

けたいまちへ」とあるが、この思いに反する

のではないのか。 

（５）ふるさと納税を活用した中学校給食の実施

を考えてはどうか。 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 齊藤 一義 

3 月 4 日(木) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ ウイズコロ

ナ・アフターコ

ロナ社会につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ガレリアかめおか内の「かめまるランド」は好

評であるが、付き添う大人も含め多くの来場者で

クラスターの発生が懸念される。 

（１）ＣＯＶＩＤ-１９予防対策として抗ウイル

スコーティング等の対策で様々な細菌を不

活化し、安全・安心の「こどものあそびば」

とすることについての考えは。 

（２）市役所庁舎で特に来庁者が多い１階市民課

タッチパネルやトイレ、エレベーターにも対

策が必要と考えるがどうか。 

（３）抗ウイルス対策ができて、市民が安心して

商店を利用できる市内商業者等の補助制度

導入の考えは。 

学識者によると選ばれるまち・住みたいまちに

はそこで働く場があり、家庭を持ち家族が成長す

るイメージを思い描けることが大切だと言われ

ている。 

（４）現在、篠インター付近で民間業者において

企業団地の造成が行われているが、現在の進

捗状況は。 

（５）今後、他に企業団地を増設し、企業を誘致

して雇用や税収の確保により、さらに市民福

祉の増進につなげ活力あるにぎわいのまち

づくりが必要であると考えるがどうか。 

（６）計画があるとしたなら、何年を目途に造成

整備の完成を考えているか。 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

12 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 道路・イン

フラ整備等につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

次代をリードする新産業を創出するまちとい

えば、本市には京都先端科学大学がある。産官学

連携を強力に進めアフターコロナ社会へ共に舵

を取るべきと考える。 

（７）京都先端科学大学や日本電産と連携し、

「（仮称）亀岡シリコンバレー構想」でウイ

ズコロナ時代に向かう考えは。 

（８）市役所地下に改装中の「開かれたアトリエ」

を産学官交流の場とスタートアップ誘致の

サポート拠点とし、新産業を創出するまちづ

くりを考えてはどうか。 

 

高度経済成長期には阪神圏からの移住（東西別

院町・畑野町などの西部地域）等が本市の人口増

要因の一つと考えることから阪神間のアクセス

向上が必要と考える。 

（１）阪神間からの物流の要である、国道４２３

号法貴峠バイパス事業の現在の進捗状況は。 

北大阪急行電鉄の延伸で、２０２３年開業予定

の「箕面萱野駅」により本市から大阪中心市街地

にアクセスがよくなる。 

（２）西別院町から箕面市止々呂美間の国道４２

３号整備の協議を近隣市町と密にしてはど

うか。 

本市は物流拠点であるトラックターミナルや

工業団地を創設してはどうかと思うが、災害時に

陸の孤島となる本市の対策が必要と考える。 

（３）国土交通省の「重要物流道路制度」に指定

していただき、平常時・災害時を問わず安定

的な輸送の確保についての考えは。 

世界に誇る日本人の道徳観を育てたと言って

も過言ではない、石門心学の祖、石田梅岩先生生

誕地の整備は大変素晴らしいと考える。 

（４）府道東掛小林線の東別院町大野地区で狭小

な一方通行区間がある。梅岩生誕地整備と合

わせて道路拡幅を京都府に要望するべきで

はないか。 

通勤通学や観光客の玄関口であるＪＲ亀岡駅

南口の定期バス・乗用車・送迎バス等、駐停車の

混雑で観光客のイメージが好ましくないと考え

る。また、定期バスが混雑時に定位置駐車が困難

との苦情も聞く。 

（５）湯の花温泉の各旅館には責任はないが、各

旅館の送迎バスを駅北口に統一すれば、駅南

口の混雑が少しは緩和されると考えるがど

うか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

6 木村  勲 

3 月 4 日(木) 

10:35～ 

 

※一問一答 

 

１ 桂川右岸道

路計画の進捗及

び桂川右岸河川

堤防改修工事の

進捗について 

 

桂川右岸の千代川地区・大井地区で、国営緊急

農地再編整備事業桂川西工区が実施されている

中において、桂川右岸道路の進捗状況について問

う。 

（１）桂川右岸道路整備計画の進捗状況は。 

（２）犬飼川、願成寺川の橋建設の状況は。 

市長 

所管部長 
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２ 亀岡市立小

学校及び中学校

の再編計画につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

３ 全国的に増

加している教職

員のセクハラ対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ コロナ禍に

おける自殺者増

加の対策につい

て 

 

 

 

 

 

（３）桂川右岸河川堤防改修工事の進捗状況は。 

（４）桂川の樹木伐採工事が実施され、右岸堤防

道路を大型車両が通行しているが、問題はな

いのか。 

 

ここ数年、本市の児童生徒数の増減が、地域に

よって大きく変化している。この中においての、

小中学校再編整備計画について問う。 

（１）小学校区の再編については、どのように考

えているのか。 

（２）中学校区の再編については、どのように考

えているのか。 

（３）大井小学校区では、現在、大成中学校と南

桑中学校に分かれて進学しているが、今後変

更予定はあるのか。 

 

亀岡市において、現在セクハラの事案は聞いて

いないが、全国的には増加している。文部科学省

は、昨年度に懲戒処分を受けた教職員は２７３人

であり、２０１８年度の２８２人に次ぐ過去２番

目の数と発表している。本市に問題が発生した際

の対応について問う。 

（１）本市の防止策のマニュアルは作成されてい

るのか。 

（２）どのような研修を行っているのか。 

（３）誰もが報告できるホットラインは設置され

ているのか。 

 

警視庁と厚生労働省は、２０２０年の自殺者数

は、前年より７５０人増加し２万９１９人と発表

している。今年の発生をすべて新型コロナ感染症

拡大による結果とするのは性急であるが、コロナ

禍における生活苦やＤＶ被害が要因ではないか

と言われている。本市としての対策について問

う。 

（１）多くの自治体が「相談窓口」を設けている

が、本市はどのように対策しているのか。 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

7 田中  豊 

3 月 4 日(木) 

11:10～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 市長の政治姿勢について問う。 

（１）核兵器禁止条約の発効について問う。 

①核兵器禁止条約が２０１７年の国連会議で

採択され、今年１月２２日に発効した。広

島・長崎の被爆者をはじめ、「核兵器のない

世界」を求める世界の多数の政府と市民社会

の共同の力の歴史的な結果と考えるがどう

か。 

 ②こうした新しい世界の中で、これに背を向け

ているのが日本政府である。日本政府は、核

保有国と非保有国の「橋渡しをする」と繰り

返しているが、実際は、核保有国の代弁者の

役割をしている。唯一の戦争被爆国の日本こ

そ、核兵器禁止条約に署名・批准すべきであ

ると考える。亀岡市は、２０１０年８月７日

市長 

所管部長 
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２ 宮前町にお

ける産業廃棄物

処理施設につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 国の米政策

について 

 

 

 

 

 

 

 

に「世界連邦・非核平和都市宣言」を宣言し

ているがどうか。 

 ③日本政府に対して、署名・批准を求めるべき

であると考えるがどうか。 

（２）政府は２月９日の閣議で、デジタル社会基

本法案など関連６法案を決定し、国会に提出

した。法案では、デジタル化に関する基本方

針、国・自治体・事業者の責務などを規定し

ている。 

 ①マイナンバーに、医師免許などの国家資格を

ひも付ける改定などを盛り込み、税・社会保

障・災害対策に限定されていた利用範囲を実

質的に拡大しようとするものであるがどう

か。 

 ②各自治体が条例で独自に規定してきた地方

の個人情報保護制度への全国的な共通ルー

ルの設定、個人情報保護３法の一元化も図ろ

うとするものであるがどうか。 

 ③住民基本台帳や地方税など自治体の基幹事

務に関わる情報システムの標準化や国がつ

くる全国規模の共通クラウドの利用を強い

る法案も含まれているが、地方自治を侵害す

る効能性があるがどうか。 

 

宮前町猪倉地内で、産業廃棄物処理施設を計画

されている。 

（１）民間の会社が、京都府南丹保健所に令和２

年１１月１３日付けで、京都府産業廃棄物処

理施設設置等の手続きに関する条例第５条

第１項の規定により、事業計画書を提出して

いるが、亀岡市として承知しているのか。 

（２）設置の目的は、無機性汚泥処理となってい

るが、どこから排出される汚泥なのか。 

（３）搬入される汚泥の検査体制は、担保されて

いるのか。 

（４）何台の汚泥運搬車が入ってくるのか。 

（５）隣接地には、第二かめおか作業所とグルー

プホームがあり、グループホーム入所者の睡

眠に影響を及ぼすのではないのか。 

（６）この計画に対して、京都府から意見照会が

あったのか。 

（７）意見照会があったとすれば、どのように回

答したのか。 

 

今年の稲作の準備が始まっている。ＪＡ京都南

丹広域営農センターでの水稲種子の申込みは、昨

年１０月３０日、水稲苗の申込みは２月１２日に

締め切られたが、先日令和３年度経営所得安定対

策と米政策というパンフレットが各農家に配布

された。 

（１）ｐｏｉｎｔ１の、「農業者（産地）の主体

的な取組による需要に応じた生産の推進」

で、「令和３年産では、これ以上の米価下落

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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を防ぐために、主食用米の過去最大規模の作

付転換が必要となる」としているが、本市で

は、今年の水稲作付面積の目標数値を提示す

るのか。 

（２）提示するとすれば昨年と比較してどうか。 

（３）「農業者（産地）自らの経営判断による需

要に応じた生産・販売」としているが、国民

の主食であるにも関わらず、農業者や産地の

自己責任を求めるのはどうかと思うが、所見

は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 山本由美子 

3 月 4 日(木) 

13:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 防災減災対

策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 産後ケア事

業の充実につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

近年、集中豪雨の増加に伴い、全国各地で豪雨

災害が頻発している。要配慮者利用施設（社会福

祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上

の配慮を要する者が利用する施設）の避難体制の

強化を図るため「水防法」および「土砂災害防止

法」が平成２９年６月に改正されたことにより、

浸水想定区域や土砂災害警戒区域内に所在する

要配慮者利用施設の管理者などは、避難確保計画

の作成・避難訓練の実施が義務となった。 

（１）亀岡市地域防災計画に定められている浸水

想定区域内及び土砂災害警戒区域内に所在

している要配慮者利用施設数は。 

（２）避難確保計画の作成状況は。 

（３）避難確保計画作成への本市の支援の取組

は。 

（４）避難訓練の実施状況は。 

（５）提出された計画や避難訓練の実施状況を定

期的に確認していくことについて、見解は。 

（６）「気象防災アドバイザー」活用に向けた仕

組みづくりについて、見解は。 

 

近年では核家族化や晩婚化が進み、産前産後で

心身が不安定な時期に家族などの身近な人の助

けが十分に得られず、不安や孤独感を抱いたり、

うつ状態の中で育児を行う母親が少なからず存

在している状況がある。出産後も安心して子育て

ができるよう、心身のケアや育児などの相談を受

ける産後ケア事業を充実させるなど、さらなる支

援が必要である。 

（１）産後ケア事業の宿泊型、日帰型、訪問型の

利用状況は。 

（２）令和元年１２月に母子保健法の一部を改正

する法律が公布された。改正の趣旨を踏ま

え、産後ケア事業の対象時期を拡充する考え

は。 

（３）産後ケア事業を必要とされる方が利用をち

ゅうちょすることがないよう、自己負担を軽

減する考えは。 

（４）産後ケア事業の周知が必要であると考える

が、現状と今後の取組は。 

（５）産前・産後に体調不良などで支援が必要な

場合、家事や育児をサポートする事業の実施

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ がん対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 窓口におけ

るデジタル化に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

について、見解は。 

（６）従来の母子健康手帳を補完する電子母子手

帳アプリを導入し、予防接種のスケジュール

やタイムリーな情報などを提供できる環境

整備を図る考えは。 

 

新型コロナウイルス感染症の影響により、がん

検診を控える傾向があり、健康上のリスクが高ま

ることへの懸念が指摘されている。検診促進や、

正しい知識の普及啓発などが重要であると考え

る。 

（１）定期接種である子宮頸がん予防ワクチンに

ついて、個別通知による情報提供の実施に至

った経緯は。 

（２）個別通知後の接種状況、対象者などからの

意見など反響は。 

（３）接種対象者へ今後どのように情報提供して

いくのか。 

（４）コロナ禍での５つのがん検診の受診状況と

受診機会を確保するため今後の対策は。 

（５）府の「生命のがん教育授業」の活用も含め、

がん教育の取組状況と新学習指導要領にお

いて新たにがん教育についても取り扱うこ

とが明記されたことを踏まえ、今後どのよう

に取り組むのか。 

（６）がん治療と就労や社会参加の両立を支援す

るとともに、ウィッグ及び乳房補正具の購入

に伴う経済的負担を軽減するため、経費の一

部を助成する考えは。 

 

地方公共団体においては限られた職員数で行

政サービスを維持・向上していく必要があり、人

手に代わる新たな仕組みを構築することが課題

となっている。 

（１）２４時間３６５日、年中無休で問い合わせ

対応ができるＡＩチャットボットを導入し、

職員の業務効率化、市民の利便性向上を図る

考えは。 

（２）記載台で申請書に記入する市民の負担を取

り除く「書かない窓口」についての認識は。 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9 平本 英久 

3 月 4 日(木) 

13:35～ 

 

※一問一答 

 

１ こども宅食

事業の実施等ひ

とり親世帯の支

援について 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロナ禍でひとり親世帯の孤立化や生活の逼

迫が懸念されるが、本市で実施するこども宅食事

業等の支援政策について問う。 

（１）こども宅食事業の実施に向けた対象世帯の

状況把握はどうか。 

（２）こども宅食事業実施について対象世帯の基

準や規定はどうであるのか。 

（３）こども宅食事業を実施するに際して、事業

者の数はどれくらいを想定しているのか。 

（４）こども宅食事業の他にひとり親世帯の孤立

化を防ぐ方策は何か検討しているのか。 

 

市長 

所管部長 
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２ コロナ禍で

の消費行動の活

性化につながる

移動販売支援に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ コロナワク

チン接種等、高

齢者をはじめ市

民の安心と健康

維持について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 有害鳥獣に

よる農作物被害

対策について 

 

コロナ禍で冷え込む消費行動の活性化を後押

ししうる移動販売設備（キッチンカー）導入支援

事業について問う。 

（１）これまでも民間事業者が移動販売を行うた

めの支援を本市として取り組むよう提案し

てきたが、新たに実施する移動販売設備導入

支援はどのようなものか。 

（２）移動販売設備導入支援の対象や規定はどの

ような想定をしているのか。 

（３）移動販売設備導入支援を通してどのような

成果を期待するのか。 

（４）収束が見込めないコロナ禍において買い物

弱者に配慮した移動販売も導入すべきと考

えるが本市としての考え方はどうか。 

 

コロナ禍で、さらに求められる高齢者をはじめ

市民の健康維持や安全、安心を守るための政策や

体制整備の必要性について問う。 

（１）高齢者の健康維持のために行われている特

定健康診査の近年の実施及び受診の状況は

どうであるのか。 

（２）市民の関心事であるワクチン接種に向けた

本市としての体制整備の進捗はどうである

のか。 

（３）ワクチン接種に向けて全国的に様々なシミ

ュレーションや訓練が行われているが、本市

としてそれらを検証し、課題や対策を検討し

ているのか。 

（４）ワクチン接種について状況に応じて柔軟な

対応を望むが本市の考え方はどうか。 

 

これまでも取り組んできた有害鳥獣による農

作物への被害対策について問う。 

（１）猟友会その他団体による２月末までの有害

鳥獣の捕獲実績はどうか。 

（２）以前から提案しているドローンによる有害

鳥獣の追い払いの導入や、新たな駆除方法の

調査研究はしているのか。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

10 竹田 幸生 

3 月 4 日(木) 

14:10～ 

 

※一問一答 

 

１ かめおか多

文化共生センタ

ーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

桂川市長は、令和２年度施政方針の理念２で

「多文化共生のまち」を掲げられて、令和２年４

月５日発行のキラリ☆亀岡にも大きな見出しで

掲載されている。令和２年１１月１５日に、かめ

おか多文化共生センターが開設され、亀岡市に暮

らしている外国人住民に、生活相談などを通して

困りごとや不安を解決する支援を行っている。 

（１）センター設立の経過はどうであったか。 

（２）センターの運営や予算の負担措置はどこが

行っているのか。 

（３）設立後、実際どのような活動が行われてい 

  るか。 

（４）市長は、多文化共生のさらなる充実に向け

て、かめおか多文化共生センターに関わる

市長 
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２ 多文化共生

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 通学路の安

全について 

 

 

 

方々からアイデア等の意見を聞くために、積

極的に懇談されていると聞いているが、今後

どのように施策に反映していくのか。 

 

亀岡市に在住する外国籍を持つ方の生活、外国

につながりを持つ子どもの教育について、現状確

認する。 

（１）亀岡市に在住する外国人の数は増えている

と聞いている。技能実習生、事業関係、国際

結婚等に分けられるが、現状の確認を行う。 

①亀岡市に在住する外国人、外国につながりを

持つ方の数は。 

②国別で、上位５位まではどのような状況か。 

（２）外国人に対する市役所各窓口での対応につ

いて、以前にも質問を行ったが、その後の状

況を確認する。 

①各窓口で、外国語が必要な方に対して現在ど

のような対応がされているのか。 

②今後、より充実するには、どのようなことが

必要と考えられるか。 

（３）台風等の災害時に避難場所へ避難すること

が近年多くなってきている。外国人に対して

の対応を確認する。 

①外国人に災害時に対しての情報伝達はどの

ようにされているのか。 

②もしも避難した場合、言葉、生活習慣の違い

等、対応はどのようにされるのか。 

（４）外国人が日常生活の身近な問題で直面する

のが、ごみ出しの問題である。一定の対応が

されていると聞くが、現状はどうか。 

（５）多くの外国人が在住すれば、小・中・義務

教育学校に一定の子どもが通学する。言葉や

生活、学習に対する支援等の現状を確認す

る。 

①小・中・義務教育学校での外国籍を持つ子ど

もの人数は。 

②小・中・義務教育学校での外国につながりを

持つ子どもの人数は。 

③各学校での支援内容や体制はどうか。 

④幼児期を亀岡で過ごし、その後、低学年まで

外国で教育を受け、３、４年生になって再度

亀岡に戻って教育を受けるケースの場合、抽

象的言語での授業でつまずくことがあると

聞く。より丁寧な支援が望まれるがどうか。 

⑤外国人、外国につながりを持つ子どもの教育

支援の予算は市町村事業になると聞くが、亀

岡市は事業として予算措置されているのか。 

 

通学路の道路や歩道橋、地下道の改修工事の安

全対策は当然必要である。登下校時は特に事故防

止に努めなければならない。 

（１）安全性について工事発注時にどのようなこ

とが盛り込まれるのか。 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 
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４ ＪＲ千代川

駅の利便性向上

について 

 

 

 

 

 

５ 亀岡市中部

地域包括支援セ

ンターについて 

 

 

６ マンホール

カードについて 

 

 

 

 

 

７ 千代川小学

校増築工事につ

いて 

 

 

 

 

 

（２）特に通学路になる場合、特別なことが盛り

込まれるのか。 

（３）特に小学校の通学路の工事に際して、子ど

もの視線に立った配慮が必要と感じるがど

うか。 

 

ＪＲ千代川駅は亀岡市バリアフリー基本構想

（千代川駅周辺地区）が定められ、事業が進めら

れた。令和３年２月１１日に、竣工感謝式が行わ

れ、供用開始となった。しかし、ホーム間移動の

バリアフリー化の課題が残る。 

（１）ＪＲ千代川駅東西自由通路の計画が進めら

れているが、進捗状況はどうか。 

 

令和３年４月より、以前のように亀岡市中部地

域包括支援センターを再設置して、７カ所の包括

支援センターで事業実施される。 

（１）委託先の体制整備は順調に進んでいるか。 

 

全国的に愛好家が各地を訪問して、マンホール

カードを収集されている。 

（１）これまで、マンホールカードはどの程度配

布されたのか。 

（２）今後も、マンホールカードを作成する計画

はあるか。 

 

区画整理事業、住宅建設の増加に伴う児童数の

増加に対応するため、教室の増築が進められてお

り、仮設教室も設置されている。 

（１）増築工事の進捗状況はどうか。 

（２）工事に伴う安全性は言うまでもないが、工

事従事者の喫煙等が児童に影響しないよう

配慮は必要であるがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

11 三上  泉 

3 月 4 日(木) 

15:05～ 

 

※一問一答 

 

１ ＳＤＧｓを

基軸とした環境

先進都市の取組

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

亀岡市はＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）未来

都市としてＳＤＧｓの目標（１７項目、１６９の

ターゲット）を２０３０年までに達成するよう、

自治体としての役割を発揮することとなった。同

じく２０３０年を目標年として、プラごみゼロを

目指している。脱炭素宣言もなされ、いよいよ環

境先進都市として、多種多様な施策の具体化、市

民への啓発、参画・協働の働きかけを見通してい

かなければならない。 

（１）プラスチック製レジ袋提供禁止条例、ポイ

捨て等禁止条例に続く、プラごみゼロに向け

た諸施策の今後の見通しとスケジュールは。 

（２）プラごみゼロに向けた、近隣自治体や企業

等との連携・協働の取組の進捗状況と今後の

見通しは。 

（３）脱炭素まで見通した系統立った市民への啓

発、学習の場、市民参画の場、協働の取組の

機会などの今後の見通しは。 

（４）行政が動いて市民や事業者が従っていると

市長 

所管部長 
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２ 亀岡市にお

ける情報化推進

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 市民に優し

い行政サービス

や窓口対応につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 子どもの権

利条例を生かし

た具体的施策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いう構図から、市民等が積極的に学び、考え、

工夫し、行動する機運とシステムを構築する

方向に早く移行すべきではないか。 

 

亀岡市は情報化推進計画を策定し、市政運営に

情報化を効果的に取り組もうとしているが、全て

の市民がこの流れに呼応できる状況にあるとは

思えない。 

（１）情報化推進計画にはあまり触れられていな

い、市民に対する情報化の周知徹底や、使い

やすく分かりやすい利用の仕方など、市民へ

の支援施策についての具体的考えは。 

（２）緊急通報システムや位置情報確認サービス

などの安全・安心、市役所までの往復に困難

がある場合の各種手続や相談など、高齢者支

援の行政サービスの中で、情報化をどのよう

に生かそうと考えているか。 

 

デジタル化、情報化が進んでも、一人一人の市

民の心に寄り添う行政サービスや窓口対応が基

本となる。 

（１）市役所窓口の対応や各種申請・手続等にお

いて、市民から寄せられる、苦情・クレーム・

要望にはどのようなものがあるか。 

（２）市民対応について各部課で再度総点検を行

い、市民に寄り添う心が通う対応を心がける

べきだと考えるが所見は。 

（３）とりわけ、市民が相談しにくい案件（他人

に知られたくないようなこと、生活保護申請

など市民からは相談しにくいと感じてしま

うこと等）における、市民に寄り添った対応

を徹底すべきだと考えるが所見は。 

 

平成３０年１２月１５日に、「亀岡市子どもの

権利条例」が制定された。この条例では、全ての

人が人間らしく生きる権利を有していることに

加えて、子どもにとって大切な特別の権利が保障

されているとして、基本理念と子どもの権利を明

記して、それらを守ることをうたっている。コロ

ナ禍において、児童虐待、若年層や女性の自殺な

どが増加し、経済的困窮者も増えている中での子

どもの貧困など、子どもたちを取り巻く状況は大

変心配されている。今こそ、条例に基づく、きめ

細やかな具体的施策が求められている。 

（１）条例を具体化するための基本計画の策定、

推進等の進捗状況は。 

（２）条例では、１１月２０日を「亀岡市子ども

の権利の日」と設定している、条例制定後２

年間の、この日の、児童福祉分野と学校教育

分野それぞれの具体的な取組はどのような

ものであったか。 

（３）条例や基本計画を基にした今後の施策充実

の方向性・見通しは。 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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所管部長 
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①子どもの貧困についての調査、子どもの貧困

対策など、児童福祉、子育て支援、保育等の

観点からどのようなことを考えているか。 

②学校教育、社会教育の分野から、どのような

ことを考えているか。 

 

 

 

 

 

 

 

12 石野 善司 

3 月 4 日(木) 

15:40～ 

 

※一問一答 

 

１ ＮＨＫ大河

ドラマ「麒麟が

くる」の総括に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 東京オリン

ピック・パラリ

ンピック聖火リ

レーの実施につ

いて 

 

 

 

 

３ 消防行政

（非常備消防）

について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 今後の成人

式について     

 

 

        

 

５ スポーツク

ライミングジム

「カメロック

ス」の現状につ

いて 

本市は平成２３年４月に、ＮＨＫ大河ドラマ誘

致推進協議会を立ち上げ、京都府、兵庫県、福井

県の１０市２町の行政と民間３６団体で誘致活

動を展開してきた。ＮＨＫ放送センターへの要望

活動や２５万筆の署名活動、ゆかりの地リレーイ

ベントなどを積極的に開催する中、平成３０年４

月１９日、大河ドラマ「麒麟がくる」の放映が決

定し、令和２年１月にドラマ化の実現に至った

が、コロナ禍での放映となった。 

（１）市長の所見は。 

（２）大河ドラマ放送終了後も光秀公のまちをレ

ガシーとして、どのように発信していくの

か。 

 

東京オリンピック・パラリンピックを前に、３

月２５日に福島県から聖火リレーがスタートし、

７月まで全国を巡回する。大会組織委員会は、リ

レー実施時に緊急事態宣言が発令されている場

合には、公道のランナー走行の見合せや無観客の

式典のみを行うなどの代替案を検討している。 

（１）本市では予定どおり実施するのか。 

（２）ランナーの確保はできているのか。 

 

古きよき伝統と長い歴史に裏打ちされ、ひたむ

きに地域社会に奉仕する消防団員が、誇りと夢と

大きな希望を持って郷土を守っている。この輝か

しい伝統の業績を次世代まで伝えていく消防団

員の将来について問う。 

（１）本市の消防団員の定数は、９００名である

が充足しているのか。  

（２）消防団協力事業所表示制度による団員確保

は進んでいるのか。 

（３）消防団員の処遇改善は進んでいるのか。  

（４）消防ポンプ格納庫の改修整備は進んでいる

のか。 

 

民法改正により、令和４年度から成人年齢が１

８歳に引き下げられる。これに伴い、従来２０歳

で行われてきた成人式をどうするのかが地方自

治体で課題となっている。 

（１）本市では検討しているのか。 

  

亀岡市交流会館内に付設されたスポーツクラ

イミングジム「カメロックス」について問う。 

（１）利用状況は。 

（２）トラブル等の発生はないか。 

（３）安全管理対策は。 

市長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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13 三宅 一宏 

3 月 5 日(金) 

10:00～ 

 

※一問一答 

 

１ 教育長の教

育方針について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 若宮工場の

跡地利用につい

て 

 

 

 

３ 職員の能力

査定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育長が就任されて間もなく、２年が経過しよ

うとしているが、教育長の教育方針について問

う。 

（１）本市の教育の現状と課題は。 

（２）（１）の課題に対し、どのように取り組ん

でこられたのか。 

（３）平成３１年４月に教育長に就任されるま

で、学校現場で教員、さらには校長として長

年にわたりご活躍され、特に、部活動の指導、

学校生活での生徒指導で大きな実績を残さ

れてきたところであるが、その間に感じたこ

とを、どのように現在の教育行政につなげら

れているのか。 

（４）学校はもちろん、社会教育も重要であると

考えるが、学校教育同様に社会教育に対する

取組は。 

（５）令和３年２月特別議会で提案され可決した

「亀岡市みらい教育リサーチセンター条例」

で新たに設置される「亀岡市みらい教育リサ

ーチセンター」にかける思いは。 

（６）ＧＩＧＡスクール構想によるＩＣＴ教育

が、全国で進められることに対する所見は。 

（７）教育長の任期も残すところ１年余りになっ

たが、この１年に対する決意と亀岡市の教育

の方向性は。 

 

平成３１年３月末に、若宮工場は閉鎖された

が、その後の経過について問う。 

（１）現状は。 

（２）跡地利用の考えは。 

（３）スポーツのできる運動公園にする考えは。 

 

近年、多くの優秀な人材が職員として採用され

ているが、職員の能力査定について問う。 

（１）亀岡市の採用基準は、全てにおいて優秀な

人材を採用しており、一芸に秀でた人は、採

用していないと思われるが、実際はどうなの

か。 

（２）優秀な職員ばかりであれば、仕事の効率は

上がり、効率よく市民対応ができると思われ

るが、市民からはどのように映っていると思

っているのか。 

（３）職員の能力評価をしていると思うが、どの

ような状況なのか。 

（４）優秀な職員も、スキルアップし続ける人材

ばかりではないと考えるが、停滞している人

材への育成はどのようにしているのか。ま

た、能力のある職員は、自己研さんができて

伸びることができるが、そうでない職員は適

切な指導、配置転換等を行わなければ、職員

として戦力にならない。亀岡市が、よりよい

まちになるには、職員の人間力アップが必要

であると考えるがどうか。 

教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 衛生費につ

いて 

 

 

 

 

 

 

５ 公共交通・

デマンドタクシ

ーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衛生費について問う。 

（１）桜塚クリーンセンターの焼却灰に係る契約

内容及び業者選定の仕組みは。 

（２）焼却灰の運搬費用や運搬回数等はどのよう

な状況なのか。 

（３）現在、１者随意契約で運用している事業に

ついて、競争入札に移行する考えは。 

 

令和２年９月議会の一般質問で、赤坂議員が、

デマンドタクシーの試験運用について質問して

おり、答弁では、「ボランティア運転手の確保等

の課題があり、持続可能なものにしていくために

は、運転手の手配や運行管理等をタクシー事業者

にお願いすることも今後考えられる」とのことで

あった。 

（１）令和３年度当初予算に、デマンドタクシー

の予算が全く入っていないが、机上での検討

しかできないのか。考えは。 

（２）試験運行であれば、５００万円くらいでで

きると考えるがどうか。 

（３）今後の課題は。 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14 並河 愛子 

3 月 5 日(金) 

10:35～ 

 

※一問一答 

 

１ 新型コロナ

ウイルス感染症

問題について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 介護保険制

度について 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症は、今なお、収束の

見通しは見えず不安な日々が続いている。厚生労

働省は２月４日付けの事務連絡で、８日以降も緊

急事態宣言が出されている１０都府県に対し、感

染者多数地域における高齢者施設の職員への定

期的なＰＣＲ検査を行うよう通知している。新型

コロナウイルス感染症を封じ込めるためにも、定

期的なＰＣＲ検査は欠かせない。 

（１）本市において高齢者施設など社会的検査を

実施すべきであり、京都府に対して実施を強

く求めるべきではないか。また、作業所やグ

ループホームの職員や入所者に対して市独

自でＰＣＲ検査を実施すべきであるが、具体

的な計画はどうか。 

（２）効果的といわれるワクチン接種の日程や実

施場所等はどのように計画されているのか。 

（３）ワクチン接種に対する相談窓口を設置すべ

きであるが、具体的にはどのように進めてい

くのか。 

（４）新型コロナウイルス感染症の関係で、苦境

に立たされているという相談も寄せられて

いる。市民の暮らしや地元商工業者の相談窓

口を設置すべきと思うが、具体的な対応策

は。 

 

令和３年４月から第８期介護保険制度が始ま

る。 

（１）２０１５年から２０１９年までの本市の認

定率は、京都府と比較して２％から３．１％

低いが、要因は何か。 

（２）介護認定は３０日以内と認識しているが、

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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３ 安全な道路

行政について 

 

 

 

 

 

 

４ 就学援助制

度について 

本市の状況はどうか。 

（３）介護人材の確保のため、就職フェアや魅力

発信フェアを開催し、資格取得や就職支援の

ために貸付や助成事業を行うとしているが、

具体的な計画はどうか。 

（４）アンケート調査でも、介護保険料の引き下

げの願いは強い。保険料の引き下げを行うべ

きではないか。 

（５）介護保険条例の一部を改正する条例案が今

議会に提案され、第７段階から第９段階が変

更となっている。それぞれの対象人数と負担

額はどうか。  

 

ＪＲ並河駅の大井踏切は通行量が多く、特に夕

方は混み合い、歩行者が通行しにくい状態になっ

ている。歩道部分がなく、大変危険な状況であり、

安全な踏切道の改良が急がれる。 

（１）現状認識はどうか。 

（２）歩行者が安心して歩ける歩道部分が必要で

ある。早急な対策をすべきではないか。 

 

子どもの貧困が深刻化している中で、就学援助

制度の拡充が求められる。また、コロナ禍で子育

て世代の収入減少など厳しい状況が続く。 

（１）現在の小・中学校の利用者数は。 

（２）周知方法は。 

（３）国の制度の対象となっているクラブ活動

費・生徒会費・ＰＴＡ会費も対象とすべきで

はないか。また、対象とするならば、具体的

な積算は。 

（４）中学生のデリバリー弁当が就学援助の対象

と聞くが、昨年１～３年生の利用状況はどの

程度であったのか。 

（５）これまで就学援助金の支給は学校での対面

支払いとなっていたが、令和３年度から振り

込みと聞く。具体的にはどのように変わるの

か。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 菱田 光紀 

3 月 5 日(金) 

11:10～ 

 

※一問一答 

 

１ 市長の政治

姿勢について  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 かめおか霧の芸術祭に関連してＫＩＲＩ ＣＡ

ＦＥが実施され、芸術のみならず農業など、様々

な取組が模索されている。 

（１）ＫＩＲＩ ＣＡＦＥの運営状況（運営主体、

開催目的、頻度、参加状況など）はどのよう

になっているのか。 

（２）京都丹波／亀岡 夢コスモス園内の出店エ

リアや野水池駐車場が、コスモス園開催時以

外は使われておらず、もったいないと思う。

ＫＩＲＩ ＣＡＦＥと連動して活用できない

か。 

（３）新年度予算で、新規事業として「移動販売

設備（キッチンカー）導入支援事業」が盛り

込まれている。これらの場所をキッチンカー

がベースキャンプとして常時出店できるよ

市長 

所管部長 
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２ かめおか霧

のテラスについ

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 農林行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 通学路の安

全対策について 

うな取組ができないか。また、夢コスモス園

内の出店エリアを料飲関係者に出店してい

ただき、相乗効果を上げる工夫が必要だと思

うが所見は。 

 

 かめおか霧のテラスに、多くの市民が訪れてい

る。一方、霧のテラス周辺や霧のテラスまでの道

中で、たばこのポイ捨てやごみの散乱が気になる

ところである。 

（１）霧のテラスの利用状況は。 

（２）霧のテラス周辺等でのポイ捨て禁止の啓発

は、どのようにしているのか。 

（３）例えば、若木の家から霧のテラスまでの間

において、行政から呼びかけてクリーン作戦

のような啓発活動ができないか。 

 

新年度予算の新規事業「地域担い手応援事業」

として「地域営農担い手条件整備事業経費」が計

上されている。 

（１）事業の目的とその概要は。 

（２）「実質化された京力農場プランの中核的担

い手として位置づけられた認定農業者等」と

あるが、どういった農業者を指すのか。 

亀岡市土づくりセンターの活用による、循環型

社会の実現が急務である。 

（３）土づくりセンターに持ち込まれる堆肥の資

源は何か。 

（４）土づくりセンターでつくられた堆肥は、亀

岡市内でどのように活用しているのか。 

（５）循環型社会の一翼を担う土づくりセンター

として、亀岡市内にある様々な有機資材を活

用し、名実ともに土づくりに効果のある堆肥

が製造できるような取組にすべきではない

か。 

 

 通学路の安全対策については、令和２年１２月

議会一般質問でもただしたところである。過日の

新聞記事に、亀岡中学校区でつつじケ丘小学校か

ら亀岡小学校への校区変更実施を前提として、通

学路の安全点検が道路の安全点検の中でなされ

たと掲載されていた。 

（１）関連の主な点検箇所はどこか。 

（２）「横断歩道を３回渡らなければならない場

所」の安全確保には、どのような対策が必要

と考えているのか。 

（３）通学路の安全確保のためにも、歩道橋設置

が必要だと考えるが所見は。 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

教育長 

所管部長 

16 木曽 利廣 

3 月 5 日(金) 

13:00～ 

 

※一問一答 

１ 会計年度任

用職員制度につ

いて 

 

 

国は、働き方改革の中で、同一労働同一賃金を

推進するため、自治体で働く非正規職員、臨時職

員について、昨年４月１日から「会計年度任用職

員制度」が開始され、本市においても、令和元年

１２月議会で条例が制定された。昨年３月議会で

市長 

所管部長 
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２ 交通安全に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ コロナ対策

について 

 

 

 

 

 

 

 

４ ワクチン接

種について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の運用で、フルタイム勤務（熟練者）の採用

も考えるべきであると質問したが、今年度の採用

実績について問う。 

（１）経験年数が長く、保育士等の経験豊富な長

時間勤務の可能な人材確保は、待機児童の解

消と、全ての保育士の労働環境を守る上で大

切であると考えるがどうか。 

（２）コロナ禍により、生活が厳しい中、女性の

社会進出の推進や保育ニーズの確保、また、

本市が、子育てしやすい移住・定住を積極的

に推進する都市となるためにも、さらに人材

確保が大切であると考えるがどうか。 

 

市道馬堀駅国道線の国道９号野条交差点と、府

道王子並河線広道交差点の中間に位置する交差

点横の事故防止と通学路の安全対策について問

う。 

（１）数年前から、地元自治会・地元商店街・地

元区では、府民公募型の信号機設置を地元府

議会議員に要望してきた経緯があるが設置

に至ってない。事故が多く危険性が増してい

るが、通学路にもなり、国道の渋滞時には、

抜け道となっており交通量もかなり多い。住

民は信号機設置を切望しているが、現状認識

と信号機を設置する場合の問題点は。 

 

新型コロナウイルス感染症の経済対策は国、京

都府に加えて、本市の対策として、第一弾、第二

弾、第三弾と順調に進んでいると考える。今後、

商業者の経営支援と従業員の雇用対策を考えな

ければ長期の対策にならないと考えるが、今後の

対策について問う。 

（１）小規模事業者の雇用対策に対する補助金の

考えは。 

 

新型コロナウイルス感染症のワクチン接種は

全自治体にとって未経験の一大事業である。コロ

ナ禍で医師、看護師が不足する中、全国の市町村

が実施主体となり、ワクチン接種ができるような

会場と医師等の人員確保が必要であり、加えて扱

いの難しいワクチンの適切な管理、運用も必要と

なる。全住民のうち希望者に対し、２回のワクチ

ン接種が必要であり、行政の経験不足による混乱

が想定されるが、本市の今後の取組について問

う。 

（１）３月以降の場所の確保はできているのか。 

（２）医師、看護師の確保はできているのか。 

（３）本市担当課の設置状況と電話やインターネ

ット等での予約に対応する要員は確保でき

ているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

17 大塚 建彦 

3 月 5 日(金) 

１ 緊急事態宣

言発令時の市役

京都府における新型コロナウイルス感染症の

感染拡大を受けて、令和３年１月１４日から２月

市長 

所管部長 
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13:35～ 

 

※一問一答 

 

所機能について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 歴史的景観

を生かした新た

なまちの顔づく

り事業について 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

３ 重層的支援

体制整備事業に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７日まで緊急事態宣言が発令された。その後、依

然として府の医療提供体制は逼迫しており、深刻

な状況を踏まえ、３月７日までの再延長が決定さ

れ、飲食店に対しては、午後８時までの時短営業、

府民に対しては、外出制限の自粛等の徹底した対

応が呼びかけられている。 

（１）早期収束に向け、２月１７日から首都圏８

病院で安全性を調べるために、ワクチンの先

行接種が始まった。亀岡市においては全庁的

な亀岡市新型コロナウイルスワクチン接種

実施本部を設置し、実施に向けて対策を講じ

ていると聞くがどのような内容か。 

（２）コロナ対応で担当課への負担が大きくなっ

ており、次年度もこの状況が続くことが予測

される。次年度の組織機構の中では、大きな

変化は見受けられないが、必要な職員の増員

を図り、現状の業務とワクチン接種業務を分

ける考えは。 

（３）市役所庁内で、感染者やクラスターが発生

した場合、機能停止に至らないために、ワー

クシェアリングなどの具体的な対策を講じ

ているのか。 

（４）今回は市役所においてクラスター等は発生

しなかったが、感染拡大を防止するため、全

庁的に交代勤務等を行う考えは。 

 

令和３年度当初予算（案）の概要に亀岡駅南周

辺地区″歴史的景観を活かした新たなまちの顔

づくり″事業が掲載されている。亀岡駅南周辺地

区まちなみ・まちづくり構想策定に向けた地元で

の意見交換会を含め、市民の声がどのように反映

されるか期待される。 

（１）南郷公園・京町児童遊園・内丸町簡易児童

遊園修景整備とあるが具体的にはどのよう

な改修が行われるのか。 

（２）児童遊園内に設置されるトイレの管理責任

の所在は。 

（３）道路新設改良事業の具体的な内容は。 

（４）城下町エリアの伝建地区指定に向けた支援

事業の内容は。 

 

亀岡市は、国が主導して行う地域共生社会の実

現に向けた取組である本事業を、令和３年度は、

庁内で実施体制を整えるため、移行準備事業の実

施を想定している。 

（１）重層的支援体制整備事業とは、どのような

目的で行うものか。 

（２）実施要項や交付要綱の詳細はどのようなも

のか。 

（３）亀岡市が令和３年度に予定する「移行準備

事業」とはどのようなものか。令和４年度以

降全庁的にどのような体制づくりを目指し

ているのか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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４ 既存集落ま

ちづくり区域指

定について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 亀岡市部設

置条例の一部改

正について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ サンガスタ

ジアムにおける

障がい者就労支

援について 

 

（４）令和２年に健康福祉部において新設された

「福祉なんでも相談窓口」との関連は。 

（５）本事業は高齢、障がい、子ども、生活困窮、

引きこもりなどの制度ごとに分かれており、

財政支援を一体的に実施するとあるが、亀岡

市としては、住宅問題、公共交通による移動

支援等、全庁的な支援体制の必要な整備の組

立てはどのように行うのか。 

 

平成３０年４月１日、市街化調整区域内の既存

集落である保津地区に対し、亀岡市長は区域と予

定建築物の用途を指定して自己用住宅等の建築

を可能とする制度の認定を行った。 

（１）令和３年２月現在、亀岡市内における既存

集落まちづくり区域指定の現状は。 

（２）指定地区内の新規住宅等の許可状況は。 

（３）申請が不許可とされた事例はあるか。 

（４）旭町の区域指定手続の申請状況は。 

（５）新規就農者対策として、一軒家ではなく就

農者が共同で生活できるような住宅建設の

許可はできないか。 

 

令和３年２月特別議会において亀岡市部設置

条例の一部を改正する条例の制定について議案

が提出された。市長は提案理由として、第５次亀

岡市総合計画を着実に推進する体制を構築する

ため、政策企画部、環境先進都市推進部、市民生

活部を設置し、それに伴う分掌事務の一部につい

ても再編整備を行うと説明された。 

（１）政策企画部とは、どのような機能を持つの       

か。  

（２）福祉部門は複雑多岐に渡っており、次年度

に向けて多くの事業計画が策定されている。

こうした様々な制度を一体的に取りまとめ

る必要があると考えるが、新しい機構にはこ

うした流れは見受けられない。福祉に先進的

に取り組む市町では企画課等の名称を見受

けるが、より専門性が必要な場所だけに、本

市でも設置に向けて検討する考えは。 

（３）環境先進都市推進部の構成と、具体的役割      

  は。 

（４）市民が関係する窓口は同じ部にまとめるこ

とにより、市民負担、行政負担は減少すると

考えるが、市民生活部の構成と具体的な役割

はどのようなものか。 

（５）分掌事務の一部について再編整備を行うと

あるが具体的な内容は。 

 

サンガスタジアムにおける障がい者の就労支

援については、令和２年度に公式戦の現場で就労

体験という形で実施し好評を得た。 

（１）令和３年度における就労者支援に関する取

組の予定は。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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（２）就労に対する報酬の予算、算定基準及び支

給方法は。 

（３）同時開催される駅北マルシェなどへの就労

について、働きかける考えは。 

 

18 松山 雅行 

3 月 5 日(金) 

14:10～ 

 

※一問一答 

 

１ 中学校の部

活動について 

 

 

 

 

 

 

 

２ 通学路の安

全対策について 

 

 

 

 

 

 

 

３ 阪神地域と

の連携強化に向

けた国道４２３

号の整備につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 大阪・関西

万博について 

学校の働き方改革を踏まえた部活動改革の方

策案が文部科学省から出されたが、本市の教員の

働き方及び部活動について問う。 

（１）部活動の役割とは何か。 

（２）市における教員の部活動参加の現状は。 

（３）部活動指導員の任用状況は。 

（４）子どもを第一に考えた、亀岡における部活

動の在り方は。 

 

２月１８日から、千代川小学校前の市道川関小

林線、府道から南行の右左折禁止の時間指定の交

通本規制を実施いただいた。あわせてガードパイ

プや側溝の蓋かけを順次実施いただいている。今

後の対策について問う。 

（１）本規制後の車の侵入状況は。 

（２）今後の速度抑制に対する自治会及び関係機

関との協議進捗は。 

 

京都府の将来に必要な広域道路ネットワーク

にも位置づけられている国道４２３号は、物流、

防災、人流（観光）の機能を有し、京都府中部地

域と阪神地域を繋ぐ大きな役割を担う幹線道路

であるが、法貴バイパスの開通時期は未定であ

る。今後の整備について問う。 

（１）法貴バイパスの令和３年度京都府予算の確

保額は。 

（２）今年度の整備計画の詳細は。 

（３）重要物流道路と代替・補完路とは何か。 

（４）現在、代替・補完路に指定されていない重

利から豊能町までの区間について、指定され

るべきだと考えるがどうか。 

（５）国道４２３号は第一次緊急輸送道路に指定

されているが、無電柱化に向けての動きはど

うか。 

 

２０２５年に大阪で二度目の大阪・関西万博

（２０２５年日本国際博覧会）が開催される。大

阪だけでなく、関西の行政や企業、団体がワンチ

ームで様々な取組を検討され、本市にとっても好

機だと考える。ＳＤＧｓ未来都市及び自治体ＳＤ

Ｇｓモデル事業に選定された本市の、大阪・関西

万博に対する考え方について問う。 

（１）本市と大阪・関西万博のつながりについて、

どのように考えているか。 

（２）本市への経済効果や万博後の影響をどのよ

うに考えているか。 

（３）亀岡市の三大観光を仮想空間でアピールす

るなど、サテライト会場に名乗りをあげるこ

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 

 

 

 

 

 

 

 

市長 

所管部長 
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とが本市にとっても必要と考えるが所見は。 

 

19 浅田 晴彦 

3 月 5 日(金) 

15:05～ 

 

※一問一答 

 

１ 消防団活動

について 

 

 

 

 

 

 

 

２ ＪＲ千代川

駅の整備につい

て 

 

 

 

３ 小型家電リ

サイクル回収に

ついて 

 

 

 

 

４ 亀岡川東学

園通学路の街路

灯設置について 

 

 

 

 

５ レンタサイ

クルについて 

 

 

 

亀岡市消防団の活動について問う。 

（１）４月から新体制になる消防団の活動は、ど

のように計画されているのか。 

（２）消防団の訓練等が実施できない現状の中

で、４月から新入団員が入ってきたとき、昨

年入団された消防団員も含め、基本訓練がで

きていないことから、各班単位で書面による

訓練を考えてはどうか。 

 

ＪＲ千代川駅の今後の整備について問う。 

（１）ＪＲ千代川駅の自由通路及びエレベーター

の設置等の計画及び進捗状況は。 

（２）ＪＲ千代川駅東口のトイレ整備を計画して

はどうか。 

 

小型家電リサイクル回収について問う。 

（１）小型家電リサイクル回収ボックスに、業者

が捨てたと思われる大型家電が放置されて

いたが、その対応は。 

（２）今後、小型家電リサイクル回収の方法や取

組の予定は。 

 

亀岡川東学園通学路の街路灯設置について問

う。 

（１）亀岡川東学園の通学路について、交通量が

増加している府道亀岡園部線の馬路町から

千歳町の区間に、街路灯設置計画を進めても

らえないか。 

 

レンタサイクルについて問う。 

（１）電動自転車のレンタサイクル事業の現状

は。 

（２）スマートフォン（アプリ）を使用できない

方への対応は。 

（３）亀岡市内の観光案内等、書面での案内はあ

るのか。 
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20 小松 康之 

3 月 5 日(金) 

15:40～ 

 

※一問一答 

 

１ ヤングケア

ラーについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

昨年１２月から実施されている国の実態調査

（全国公立中学校１,０００校）では、本市の学

校は抽出されなかった。家族介護者等のヤングケ

アラーも、コロナ禍で過大な負担を強いられてい

る。このようなヤングケアラーに対し、１２月議

会一般質問以降、どのような対策を講じてきたの

かを問う。 

（１）本市独自の実態調査を行ったか。 

（２）ケースの発見と情報の共有、支援体制、市

民への啓発について 

①ケースを発見したり、本人から相談を受けた

場合はどのように対応していくのか。 

②これまでの本市の要保護児童対策地域協議

会の中で、ヤングケアラー事案の取扱いの有
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２ 防災対策に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ ポスト「麒

麟がくる」につ

いて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無は。あればどのように取り扱ったのか。 

③福祉部門と教育機関との連携は、要対協以外

では具体的にどのようになっているのか。 

④１２月議会で、ヤングケアラーの概念が地域

社会で広く認識される必要があると答弁さ

れたが、地域社会への啓発等は実施したの

か。 

⑤亀岡市子どもの権利条例には、教育を受ける

権利を保障している。市の責務として、ヤン

グケアラーに対し、積極的な支援をすべきと

考えるが所見は。 

 

２月１３日、凍てつく深夜に福島県沖地震が発

生した。災害発生は季節・昼夜を問わないが、今

回のケースは特にコロナ禍の避難所運営も含め、

本市の今後の防災対策に貴重な参考事例になる。 

（１）交通機関が止まっている深夜に大災害が発

生し停電した場合、職員の招集と避難所への

派遣にどう対処するのか。 

（２）特に高齢者や障がい者等において、深夜の

停電時に避難所までの誘導をどうするのか。 

（３）環境省はトラブル回避のため、避難所のペ

ット同行可否のチェックリストを作成し、近

く都道府県に通知するとの報道があった。 

①ペット同行避難点検チェックリストの内容

は。 

②本市の避難所では、ペット同行避難は可能な

のか。 

 

念願の大河ドラマ「麒麟がくる」が終わり、市

民も様々な感想を抱いた。コロナ禍で異例のドラ

マ展開であったが、しっかりとした振り返りが必

要と思う。ドラマを通じて光秀公ゆかりの地が全

国にあることが紹介されたが、放映後の本市のＰ

Ｒについて問う。 

（１）最終回の本能寺の変でも本市の見せ場がほ

とんどなく、ドラマ後の紀行で本市が紹介さ

れることもなかったが、今後、光秀公と亀岡

市をどのように結び付けていくのか。また、

亀岡市に亀山城があったことをどのように

ＰＲしていくのか。 

（２）楽天ふるさと納税クラウドファンディング

では、目標をはるかに上回る寄附があった。

「光秀公のまち亀岡」の名を全国に轟かせ、

反撃の狼煙を上げたい！との表題があり、

「光秀公のまち亀岡」をこのままでは終わら

せない…「光秀公のまち亀岡」のその先へー

とも記載があった。今後の事業展開は。 

（３）長岡京市では、昨年、ガラシャ祭が中止と

なったが、実行委員会ではＹｏｕＴｕｂｅで

有名講師による時代考証や、城の紹介、史実

を参考にした動画、シンポジウムなど、１０

本以上の内容を発信された。 
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４ 移住・定住

促進事業につい

て 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 教育行政に

ついて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①本市でも光秀まつりが中止となったが、それ

に代わる企画はどうであったか。 

②大河ドラマの効果をこれからの光秀まつり

にどのように生かしていくのか。 

 

コロナ禍で、働き方や生活様式、さらに住環境

への関心も大きく変わってきている。この変化に

即応できる体制づくりは重要である。来年度も事

業の充実を図っているが、どのように移住者を増

やすかを問う。 

（１）昨年行った本市の認知度調査の結果は。 

（２）その調査結果をどのように生かしているの

か。 

（３）転出者、Ｕ・Ｉターン者へのインタビュー

調査とは。 

（４）その調査結果をどのように生かしていくの

か。 

 

先月２月１６日、市議会議員団研修会におい

て、京都精華大学のウスビ・サコ学長より「多文

化共生について」と題して講演があった。第５次

亀岡市総合計画にも国際交流・多文化共生が掲げ

られているが、学校教育分野における多文化共生

について、外国人の子どもたちの様子と就学状況

を問う。 

（１）学齢相当の外国人の子どもの数と変化は。 

（２）主な国籍・地域は。 

（３）不就学の子どもはいるか。 

（４）どのような課題があるか。 

（５）サコ氏は、多文化共生社会を作るには地域

社会の取組が大事であると述べられたが、学

校ではどのように教育しているのか。 

ＩＣＴ支援員の配置やタブレット端末等の配

備が迫り、ＩＣＴ教育の推進が加速してきた。１

２月議会で質問した「学校教育の情報化推進計

画」の策定について再度問う。 

（６）ＧＩＧＡスクール構想を推進する上で、

教員のＩＣＴ教育の共通理解や、様々な場

面における対処法などにおいて、情報化推

進計画または同推進プランは必要と思う

が、策定するのか。またはそれに代わる計

画等が既にあるのか。 

（７）あるとすれば、ＩＣＴ教育の目指す目標、

工程を問う。 

１２月議会で質問した、教職員の業務の効率化

を図る統合型校務支援システムについて問う。 

（８）今年度中に統合型校務支援システムの整

備率を０％から１００％にしていきたいと

の答弁であったが、現在の整備率は。 

（９）同システムは、ＩＣＴ利用の不得意な教

職員でも利用はできるのか。 

「令和２年度亀岡市教育委員会点検・評価報告

書」Ｐ２９ 目標４ 安全・安心で充実した教育
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環境の整備について問う。 

（１０）「目指す姿・目的」では、学校図書の

充実と時代に順応した教育用資機材の充実

とある。また、「実施事業の内容」では、

教育の情報化に向けた学習資機材の充実と

ある。実態との乖離についての所見は。 

（１１）内部評価は「Ａ」、外部評価も「Ａ」

であるが、外部評価の委員意見には、評価

の低いものも見受けられる。それを含め、

教育用資機材が不十分な中、どのようにし

て「Ａ」評価が付けられたのか。 

 
 


